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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置からの通信要求を、セルラ通信システム内のアクセスポイントであり、且つ
前記システム内のマクロセルよりも通信距離が短いアクセスポイントへリダイレクトする
方法であって、
　（ａ）通信要求を、ユーザ装置から前記アクセスポイントへ送信するステップと、
　（ｂ）前記アクセスポイントが最大容量に達したかを判定するステップと、
　（ｃ）前記アクセスポイントが最大容量に達した場合に、通信拒否信号を前記ユーザ装
置へ送信するステップと、
　（ｄ）前記通信要求を、前記アクセスポイントが位置するマクロセルへリダイレクトす
るステップと、を備え、
　前記マクロセル及びアクセスポイントが同一の周波数で動作し、
　前記通信拒否信号は、前記ユーザ装置のリダイレクト元である前記アクセスポイントを
識別する情報を含み、前記ユーザ装置は、前記マクロセルとの通信から解放された場合に
、前記アクセスポイントへ復帰するようリダイレクトされる、
　通信要求のリダイレクト方法。
【請求項２】
　前記通信要求及び通信拒否信号の少なくとも一方は、無線リソース制御コネクションメ
ッセージである、請求項１に記載の通信要求のリダイレクト方法。
【請求項３】
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　ユーザ装置からの通信要求を、セルラ通信システム内のアクセスポイントであり、且つ
前記システム内のマクロセルよりも通信距離が短いアクセスポイントへリダイレクトする
方法であって、
　（ａ）通信要求を、ユーザ装置から前記アクセスポイントへ送信するステップと、
　（ｂ）前記アクセスポイントが最大容量に達したかを判定するステップと、
　（ｃ）前記アクセスポイントが最大容量に達した場合に、通信拒否信号を前記ユーザ装
置へ送信するステップと、
　（ｄ）前記通信要求を、前記アクセスポイントが位置するマクロセルへリダイレクトす
るステップと、を備え、
　前記通信拒否信号が、前記ユーザ装置のリダイレクト元である前記アクセスポイントを
識別する情報を含み、前記ユーザ装置が、前記マクロセルとの通信から解放された場合に
、前記アクセスポイントへ復帰するようリダイレクトされる、
　通信要求のリダイレクト方法。
【請求項４】
　前記通信要求及び通信拒否信号の少なくとも一方は、無線リソース制御コネクションメ
ッセージである、請求項３に記載の通信要求のリダイレクト方法。
【請求項５】
　前記アクセスポイントは、低電力のフェムトセル送信機又は／及び受信機を備える、請
求項１～４のいずれか一項に記載の通信要求のリダイレクト方法。
【請求項６】
　前記フェムトセル送信機又は／及び受信機は、略１０デシベルメートルのパワーを有す
る、請求項５に記載の通信要求のリダイレクト方法。
【請求項７】
　前記アクセスポイントが最大容量に達した場合、前記ユーザ装置は、前記マクロセルへ
リダイレクトされるのみである、請求項１～６のいずれか一項に記載の通信要求のリダイ
レクト方法。
【請求項８】
　前記ユーザ装置は、前記アクセスポイントと同一の周波数で動作するマクロセルへリダ
イレクトされる、請求項３に記載の通信要求のリダイレクト方法。
【請求項９】
　通信要求をリダイレクトするためのコンピュータプログラムであって、
　前記プログラムが実行された場合に、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法を行う
ように構成されたプログラムコードを備えたコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　ユーザ装置からの通信要求を、セルラ通信システム内のアクセスポイントであり、且つ
前記システム内のマクロセルよりも通信距離が短いアクセスポイントへリダイレクトする
装置であって、
　（ａ）通信要求を、ユーザ装置から前記アクセスポイントへ送信する手段と、
　（ｂ）前記アクセスポイントが最大容量に達したかを判定する手段と、
　（ｃ）前記アクセスポイントが最大容量に達した場合に、通信拒否信号を前記ユーザ装
置へ送信する手段と、
　（ｄ）前記通信要求を、前記アクセスポイントが位置するマクロセルへリダイレクトす
る手段と、を備え、
　前記マクロセル及びアクセスポイントが同一の周波数で動作し、
　前記通信拒否信号は、前記ユーザ装置のリダイレクト元である前記アクセスポイントを
識別する情報を含み、前記ユーザ装置は、前記マクロセルとの呼又はサービスを終了した
場合に、前記アクセスポイントへ復帰するようリダイレクトされる、
　通信要求のリダイレクト装置。
【請求項１１】
　ユーザ装置からの通信要求を、セルラ通信システム内のアクセスポイントであり、且つ
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前記システム内のマクロセルよりも通信距離が短いアクセスポイントへリダイレクトする
装置であって、
　（ａ）通信要求を、ユーザ装置から前記アクセスポイントへ送信する手段と、
　（ｂ）前記アクセスポイントが最大容量に達したかを判定する手段と、
　（ｃ）前記アクセスポイントが最大容量に達した場合に、通信拒否信号を前記ユーザ装
置へ送信する手段と、
　（ｄ）前記通信要求を、前記アクセスポイントが位置するマクロセルへリダイレクトす
る手段と、を備え、
　前記通信拒否信号が、前記ユーザ装置のリダイレクト元である前記アクセスポイントを
識別する情報を含み、前記ユーザ装置が、前記マクロセルとの通信から解放された場合に
、前記アクセスポイントへ復帰するようリダイレクトされる、
　通信要求のリダイレクト装置。
【請求項１２】
　前記通信要求及び通信拒否信号の少なくとも一方は、無線リソース制御コネクションメ
ッセージである、請求項１０又は１１に記載の通信要求のリダイレクト装置。
【請求項１３】
　前記アクセスポイントは、低電力のフェムトセル送信機又は／及び受信機を備える、請
求項１０～１２のいずれか一項に記載の通信要求のリダイレクト装置。
【請求項１４】
　前記フェムトセル送信機又は／及び受信機は、略１０デシベルメートルのパワーを有す
る、請求項１３に記載の通信要求のリダイレクト装置。
【請求項１５】
　前記アクセスポイントが最大容量に達した場合、前記ユーザ装置は、前記マクロセルへ
リダイレクトされるのみである、請求項１０～１４のいずれか一項に記載の通信要求のリ
ダイレクト装置。
【請求項１６】
　前記ユーザ装置は、前記アクセスポイントと同一の周波数で動作するマクロセルへリダ
イレクトされる、請求項１１に記載の通信要求のリダイレクト装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信ネットワークへのアクセス制御に関し、特にフェムトセルへのア
クセスを制御する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動体通信システムは、ネットワークに接続された送受信基地局が、ネットワークにお
ける各セル内の携帯電話機等のユーザ装置(ＵＥ)に対する送受信を提供するセルラ方式で
動作する。通常、各セルには、単一の基地局が存在する。通常、基地局はマクロ基地局と
呼称され、セルはマクロセルと呼称される。
【０００３】
　ピコセルと呼ばれるより小規模なセルサイトが提案されている。このピコセルは、建物
群のようなより狭いエリアをカバーする。フェムトセルと呼ばれる更に小規模なセルサイ
トも提案されている。フェムトセルとは、移動体通信事業者により使用される用語であり
、基地局からの無線信号の減衰及び散乱に因りマクロセルによっては適切なサービスエリ
アを提供できない完全に室内のサービスエリアを提供するといった、多くの場合に費用の
掛かる問題を解決しようとするタイプのセルサイトを指す。
【０００４】
　フェムトセルは、アクセスポイント又はホームゲートウェイと呼称されることが多い。
アクセスポイント又はホームゲートウェイは、２Ｇ又は３Ｇの送受信規格を用いて携帯電
話機等のユーザ装置と通信する、小規模なプラグ・アンド・プレイ型の装置である。アク
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セスポイント又はホームゲートウェイは、Ｘｄｓｌ或いはＷｉＭａｘ技術を利用するブロ
ードバンドサービスを介して、セルラネットワークに接続される。Ｘｄｓｌは、従来の銅
製電話回線上でブロードバンド通信を利用できるようにするデジタル加入者回線における
技術群である。ＷｉＭａｘは、ＩＥＥＥ ８０２．１６規格で定められ、従来のＷｉ－Ｆ
ｉＲＴＭ方式と比較して改善された無線ブロードバンドを提供する無線技術である。Ｗｉ
ＭａｘＴＭは、米国カリフォルニア州のＷｉＭａｘフォーラムによる、係属中の商標登録
出願である。Ｗｉ－ＦｉＲＴＭは、米国カリフォルニア州のＷｉ－ＦｉＲＴＭアライアン
スの登録商標である。
【０００５】
　フェムトセルは、ユーザが完全に統合装置を所有できるように、ブロードバンドルータ
の機能を随意に組み込んでいる。フェムトセルが遠隔から管理及び更新され得るように、
移動体通信システムのコアネットワークとシームレスに一体化することは、当然に必須で
ある。
【０００６】
　フェムトセルは、典型的には、第二世代(２Ｇ)及び第三世代(３Ｇ)の無線セルラネット
ワークを用いて実施される。欧州では、一般的な３Ｇ技術の１つであるＵｎｉｖｅｒｓａ
ｌ Ｍｏｂｉｌｅ Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ Ｓｙｓｔｅｍ(ＵＭＴＳ)が、
無線通信を提供するために、Ｗｉｄｅｂａｎｄ Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ(Ｗ－ＣＤＭＡ)を無線アクセス技術(ＲＡＴ)として利用している。
但し、Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ ２０００(ＣＤＭＡ 
２０００)、Ｔｉｍｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ(ＴＤ－ＣＤＭ
Ａ)、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ(ＵＷＣ)、又はＥｕ
ｒｏｐｅａｎ Ｃｏｒｄｌｅｓｓ Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ(ＤＥＣＴ)無線技
術といった他のＲＡＴを、３－Ｇネットワークを実施するために利用しても良い。
【０００７】
　３Ｇネットワークに実装されるＷ－ＣＤＭＡには、周波数分割及び時分割という２つの
データ送信モードがある。周波数分割モードでは、移動体通信装置と基地局の間の通信が
、或る特定の周波数を基地局へのアップリンク用に割り当てると共に、他の周波数を基地
局からのダウンリンク用に割り当てることにより提供される。このように、移動体通信端
末には、全ての通信期間中、周波数スペクトルの一部が割り当てられる。時分割動作モー
ドでは、各ユーザは、割当スロットにより規定される時間に亘ってのみ送信を許されるが
、送信用チャネルの全帯域幅を使用できる。
【０００８】
　一般に、フェムトセルは、居住環境等の狭いエリアを主としてカバーする無線ネットワ
ークを提供するものの、有限の帯域幅を用意し、それ故に無線通信のためにフェムトセル
を同時利用できる移動体通信装置の数に関して限度容量を供与する傾向にある。フェムト
セルの音声呼を同時に処理する限度容量は、常時、４つ程の音声呼であろう。このため、
フェムトセルへアクセスする或いはアクセスを試みる移動体通信装置の数が増加した場合
、装置をフェムトセルから他の隣接ネットワークへリダイレクトする必要がある。
【０００９】
　周知のＴｈｉｒｄ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ Ｐｒｏｊｅｃｔ(３
ＧＰＰ)仕様は、Ｗ－ＣＤＭＡ／ＵＭＴＳ用のリダイレクション機能メカニズムを提供す
る。
【００１０】
　リダイレクション機能は、フェムトセルに、無線通信のためにフェムトセルを使用して
いる移動体通信装置を、他のＲＡＴ下で動作する他のセル、又は同一の３Ｇ ＲＡＴにお
ける他の周波数へ移動させることを許可する。
【発明の開示】
【００１１】
　しかしながら、現行の３Ｇリダイレクション機能は、最初のセルから、当該最初のセル
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と同一の周波数で動作する他のセルへのＵＥのリダイレクションを認めていない。このた
め、３Ｇフェムトセルが隣接する３Ｇ ＲＡＴ又はマクロセルと同一の周波数で動作する
場合、現行のリダイレクションメカニズムは、負荷分散の用途に使用できない。これは、
セル同士間の干渉のためである。
【００１２】
　周知のリダイレクション技術に関する更なる課題は、一旦、移動体通信装置がフェムト
セルと同一又は異なる周波数の他のＲＡＴ又は他のセルへリダイレクトされると、元のフ
ェムトセルへの復帰が制御されないことである。
【００１３】
　本発明は、添付の請求項に明示されるので、参照されたし。
【００１４】
　本発明の実施の形態には、満容量に達した又は近付いている特定のフェムトセルのため
に、携帯電話機や移動体通信装置(例えば、ラップトップコンピュータや他の携帯通信装
置)等のＵＥを、３Ｇフェムトセルから当該フェムトセル(アクセスポイント)と同一又は
異なる周波数で動作する他のマクロセルへリダイレクトできるという利点がある。
【００１５】
　この利点は、他のセルへ通信がリダイレクトされた新規ユーザに対してだけで無く、フ
ェムトセル内の既存ユーザに対しても改善された通信をもたらす。
【００１６】
　好ましくは、装置がリダイレクトされたマクロセルとの呼又はサービスを完了した後に
元のフェムトセルへ復帰し、この結果、マクロセルがＵＥをフェムトセルへ引き渡すこと
ができ、以てマクロセルの利用可能な帯域幅を増加させると好適である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】複数のユーザ装置と通信するフェムトセル等の３Ｇアクセスポイントを概略的に
示した図である。
【図２】本発明の実施の形態により実行される主要手順のフロー図である。
【図３】リダイレクション情報の配置を示した概略図である。
【符号の説明】
【００１８】
　２　アクセスポイント
　４　アンテナ
　６　携帯電話機
　８　ラップトップ
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の実施の形態はＷ－ＣＤＭＡに準拠して説明されるが、この技術を用いることは
実際には必須では無く、他の３Ｇ技術を代わりに用いても良い。さらに、本発明の実施の
形態は、周波数分割(ＦＤＤ)及び時分割(ＴＤＤ)の両動作モードで動作する。
【００２０】
　図１を参照すると、ネットワークに接続されたアクセスポイント２が示されている。こ
のアクセスポイントは、コントローラ及び送／受信ユニットに接続又は組み込まれたアン
テナ４を備えている。フェムトセルの場合、建物、住宅、又は小規模オフィスといった比
較的狭いエリアがカバーされる。
【００２１】
　フェムトセルによりカバーされるエリアは、通常、マクロセルによりカバーされるエリ
アと共同設置される。すなわち、２つのセルが互いに隣接する、２つのセルが互いに或る
程度重複する、又はフェムトセルがマクロセル内に包含される。
【００２２】
　さらに、従来の共同設置される２つのマクロセルとは異なり、フェムトセルを、当該フ
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ェムトセルと共同設置されたマクロセルと同一の周波数で展開できる。
【００２３】
　これは、フェムトセルが低電力の送信機／受信機を備えるためであり、フェムトセルが
、そのサービスエリアが展開される建物内部に概ね制限されるように、屋内環境で動作す
るためでもある。一般に、フェムトセル送信機／受信機は、＋１０デシベルメートル(ｄ
Ｂｍ)程のパワーを有している。このように、フェムトセルにより送出される無線信号は
、
その減衰及び散乱に因り、フェムトセルが展開される建物内に実質的に封じ込まれる。
【００２４】
　フェムトセル内(例えば、フェムトセルによりカバーされる建物の内部)において、マク
ロセルにより送出される信号の品質は、建物による信号の減衰及び散乱に因り特段に良好
では無い。しかしながら、通話若しくはデータ通信を行い、且つフェムトセルがＵＥをマ
クロセルへリダイレクトさせるには十分な品質である。
【００２５】
　このため、共同設置されたマクロセルへのフェムトセルによる干渉は、僅かではあるが
許容可能であり、フェムトセル内でのマクロセルの受信品質は、マクロセルとのリダイレ
クション及び通信の両者を可能にする程度に十分である。
【００２６】
　携帯電話機６又はデータカードを有するラップトップ８のようなユーザ装置は、建物又
は住宅内に存在し、それ故にアクセスポイント２と通信できるであろう。オフィス環境等
のより広いエリアでは、アクセスポイント２と通信可能な多数の装置が存在するであろう
。ユーザ装置がアクセスポイント２の通信範囲に入ってきた場合、ユーザ装置は、ネット
ワーク上の最初のアクセスポイントとしてのアクセスポイント２に、データの送受信を申
請する。よって、ユーザ装置は、通話するといった通信を次いで試行する際、アクセスポ
イント２を用いてネットワークへアクセスしようとする。
【００２７】
　アクセスポイント２は、通常、従来の電話回線を用いて、Ｘｄｓｌ群の内の１つの技術
である例えばＡｓｙｍｍｅｔｒｉｃ Ｄｉｇｉｔａｌ Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ Ｌｉｎｅ(Ａ
ＤＳＬ)を利用するブロードバンドに接続することにより、ネットワークに接続される。
アクセスポイント２は住宅用サービスエリア向けに設計されているため、全帯域幅、すな
わち、アクセスポイント２が音声呼又は／及びデータ呼を複数且つ同時に提供し、サポー
ト可能な限度容量は、ネットワーク内のマクロセルにおける基地局と比して大幅に小さい
。これは、アクセスポイントが、マクロセル内の局所的なエリアから通信を引き受け、マ
クロセル全体の要件を担うようには設計されていないためである。アクセスポイントがホ
ームゲートウェイ装置である場合、同時に処理可能な通信の最大数は僅か４つであろう。
換言すると、アクセスポイントに登録された互いに異なる携帯電話機からの通話又は／及
びデータ通信を、同時に４つしか処理できない。アクセスポイントを利用可能な装置の最
大数に達し、且つ他のユーザ装置又は加入者がアクセスポイント２を介した通信を行うた
めの要求を発行した場合、アクセスポイント２は要求を拒否せざるを得ない。これは、加
入者がサービスを利用できないことを意味する。
【００２８】
　この状況に対処するため、アクセスポイントは、要求が拒否されたユーザ装置を、当該
アクセスポイントが内部に設置されたマクロセルを用いてリダイレクトするよう構成され
ている。
【００２９】
　図２に、ユーザ装置とアクセスポイント２の間の通信を示すフロー図が示されている。
ユーザ装置は、既にアクセスポイントに登録されており、通信のためにアクセスポイント
の利用を試みるものとする。
【００３０】
　ユーザ装置は、アクセスポイントを介した通話等の通信を望む場合、まず、ステップ２
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１０にて、無線リソース制御(ＲＲＣ)コネクション要求をアクセスポイント２へ送信する
。アクセスポイント及びユーザ装置は、これらの間のコンタクトを初期確立するＲＲＣコ
ネクション設定を行う。そして、ステップ２２０にて、アクセスポイントが最大容量に達
したか否かについての判定が行われる。アクセスポイントは、この判定を、利用可能なリ
ソースを確認することにより行う。全帯域幅を使い果たすと最大容量に達する。最大容量
に達していない場合、ステップ２３０にて、ユーザ装置とアクセスポイントの間で通常の
呼設定手順が実行される。この手順は、本発明の主題を形成しないため説明を省略するが
、当業者に良く知られたものである。
【００３１】
　一方、ステップ２２０にてアクセスポイントが最大容量に達したと判定した場合、アク
セスポイントは、フェムトセルの負荷を分散させる。
【００３２】
　負荷分散は、種々の方法で達成される。まず、フェムトセルは、新たなサービス要求を
拒否できる。しかしながら、これは、ＵＥに無線通信が提供されないことを当然に意味す
る。
【００３３】
　代わりに、フェムトセルは、最大帯域幅に達して他のＵＥの通信を受付できない場合、
フェムトセルにアクセスしようとするＵＥを、マクロセルへリダイレクト又は移動させる
ことができる。
【００３４】
　これは、アクセスポイントがＲＲＣコネクション拒否メッセージをＵＥへ送信すること
により達成される。コネクション拒否メッセージは、所望の最大容量に達した場合に、ス
テップ２４０にて、ＵＥをフェムトセルと同一又は異なる周波数で動作するマクロセルへ
リダイレクトさせるリダイレクション情報を含み、以てフェムトセルの負荷を分散させる
。
【００３５】
　フェムトセルは、ＵＥをどのマクロセルへリダイレクト又は移動させるべきかを判定す
る。フェムトセルは、初めてスイッチが入れられた場合、移動体装置(ＵＥ)のように振る
舞い、周囲の隣接セルの存在を判定するためのセルサーチを行う。フェムトセル(アクセ
スポイント)は、１つ以上の利用可能なマクロセルが存在すると判定した場合、信号強度
のより高いマクロセルを、ＵＥをリダイレクトさせるべきマクロセルとして選択する。こ
れは、フェムトセルが、信号強度のより高いマクロセルを、より近いマクロセルであり、
それ故にＵＥをリダイレクトさせるべきセルと判定できることも意味する。一方、フェム
トセルは、１つの利用可能なマクロセルのみが存在すると判定した場合、ＵＥをこのマク
ロセルへリダイレクトさせる。
【００３６】
　図３に、リダイレクション情報に含まれる情報の概略図が示されている。
【００３７】
　ＵＥは、コネクション拒否メッセージを受信すると、リダイレクション情報を検索し、
"ＵＭＴＳターゲットセル"情報を発見する。ＵＭＴＳターゲットセル情報は、フェムトセ
ルと同一又は異なる周波数で動作する他のマクロセルへのリダイレクションを可能にする
パラメータ群である。
【００３８】
　ＵＥは、まず、ＵＭＴＳターゲットセル情報内のＰｒｉｍａｒｙ Ｃｏｍｍｏｎ Ｐｉｌ
ｏｔ Ｃｈａｎｎｅｌ(ＣＰＩＣＨ)情報値を読み出す。この値は、０から５１１までの整
数で定義される。ＵＥは、一旦ＣＰＩＣＨ情報を所有すると、ＵＭＴＳターゲットセルに
より使用されるスクランブリングコードを識別できる。プライマリスクランブリングコー
ドは、周波数(ＵＡＲＦＣＮ)のようにターゲットセルと共に、基地局同士を区別し、各特
定セルを規定するために利用される。
【００３９】
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　具体的には、ＵＥは、ＵＭＴＳターゲットセル情報中のＵＡＲＦＣＮアップリンク値及
びＵＡＲＦＣＮダウンリンク値を読み出す。これらのパラメータは、０から５１１までの
整数で定義され、アップリンク通信及びダウンリンク通信の周波数を規定する。
【００４０】
　このように、フェムトセルからのＵＥのリダイレクションは、ＵＥがＲＲＣコネクショ
ン拒否メッセージをフェムトセルから受信した後に直ちに発生する。ＵＥがフェムトセル
外部へ移動する迄、リダイレクションが待機されることは無い。
【００４１】
　これは、ＵＥとターゲットセルの間での通常の呼設定手順を実行可能にする。その手順
は、本発明の主題を形成しないため説明を省略するが、当業者に良く知られたものである
。
【００４２】
　好ましくは、"ソースセルへの復帰"という他の新たなパラメータがリダイレクション情
報に含まれる。ソースセルへの復帰パラメータは、ＵＭＴＳターゲットセル情報の一部で
は無く、それ故にＵＭＴＳターゲットセル情報とは異なるインデントレベルで図３に示さ
れている。
【００４３】
　このパラメータが"Ｔｒｕｅ"に設定されている場合、移動体装置は、ソースセル設定を
記憶し、ユーザがセルとの通信を完了して呼を解放した後(接続モード後のセル選択手順
において)、ソースセルへリダイレクトされる。これは、ＵＥにソースセル設定を記憶さ
せ、以てターゲットセルとの呼又はデータ転送が完了した後、ＵＥがフェムトセルへ復帰
可能とする。このように、ＵＥは、フェムトセルへ再び加わることができ、以てフェムト
セルが最大容量に達していなければフェムトセルを介した安価な呼を利用でき、さもなけ
れば前述した通りに他のセルへリダイレクトされるであろう。このＵＥをフェムトセルへ
復帰させるリダイレクションには、フェムトセルにユーザを引き渡し、ＵＥがフェムトセ
ルへ移動するためにマクロセルの利用可能な帯域幅を増加させ、マクロセルがより多くの
帯域幅を利用できるという利点がある。
【００４４】
　新たなパラメータ"ソースセルへの復帰"は、フェムトセル(アクセスポイント)がマクロ
セルと同一の周波数で動作する、又はフェムトセルがマクロセルと異なる周波数で動作す
るという本発明の実施の形態に含めることができる。このように、通信要求又は通信拒否
信号、或いはその両者が、ユーザ装置のリダイレクト元であるアクセスポイントを識別す
る情報を含む。そして、ユーザ装置は、マクロセルとの通信を終了した場合、すなわち、
呼又はサービスを終了した場合、アクセスポイント(フェムトセル)へ復帰するようリダイ
レクトされる。これは、ユーザに多くの場合にフェムトセルとの安価な接続を利用させる
一方、ＵＥをマクロセルからフェムトセルへ引き渡し、以て他のユーザが利用可能な付加
的な帯域幅を提供することも可能にする。
【００４５】
　ＵＥをフェムトセルから同一の周波数で動作するマクロセルへリダイレクトさせる本発
明の実施の形態は、異なる周波数へリダイレクトさせる従来の公知のリダイレクトメカニ
ズムよりも改善された、他のセルへのリダイレクションのためのメカニズムを提供する。
これは、多くの場合に、各セルで１つの周波数のみを使用可能な３Ｇネットワークを提供
できるようにすることが望ましいためである。これは、利用可能な帯域幅をより多くの事
業者へ分配可能にし、以て１つのエリアに、異なる事業者によるより多くのネットワーク
が提供されることを可能にする。さらに、各３Ｇ周波数のライセンスには何十億ポンドも
の費用がかかるため、多くの中小事業者は、マクロセル及びフェムトセルを配置可能な１
つの周波数を用意するのみであろう。このため、本発明は、フェムトセルがマクロセルと
同一の周波数で配置される場合及びセル毎に１つの周波数のみが与えられた場合に、ＵＥ
にマクロセルとの通信を許可しつつ、フェムトセルの負荷分散を提供する改良されたリダ
イレクションメカニズムを提供する。
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【００４６】
　本発明の実施の形態には、同一の周波数が用いられるため、マクロセルのサーチ及びマ
クロセルへの在圏に従来のリダイレクションメカニズム程の時間を要さないという利点も
ある。周知のリダイレクションメカニズムは、異なる周波数を用いなければならず、まず
サーチが行われ、次いで在圏が行われなければならない。
【００４７】
　このため、ＵＥをフェムトセルとは異なる周波数で動作するマクロセルへリダイレクト
させることが可能であっても、本発明を利用し、ＵＥをフェムトセルと同一の周波数で動
作するマクロセルへリダイレクトさせることが好ましい。本発明の実施の形態は、フェム
トセル及びマクロセルが異なる周波数又は同一の周波数で動作するという全ての場合に、
マクロセルと共同設置されたフェムトセルへのリダイレクションが可能である改良された
リダイレクション設備を提供する。
【００４８】
　本発明の実施の形態をＷ－ＣＤＭＡに準拠して説明したが、当業者によれば、本発明が
他の３Ｇ技術へ同様に適用可能と理解されるであろう。
【００４９】
　実施の形態を参照して本発明を説明したが、本発明は実施の形態によって限定されるも
のではない。本発明の構成や詳細には、発明のスコープ内で当業者が理解し得る様々な変
更をすることができる。
【００５０】
　この出願は、２００８年１月１６日に出願された英国特許出願０８００７６７．６を基
礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明は、移動体通信システムへのアクセス制御方法を提供する。
【図１】 【図２】
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